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留学生及び特別聴講学生入学式及び懇談会
●留学生及び特別聴講学生入学式
平成18年10月16日（月）午後4時30
分から本学大会議室において、平成18
年度研究留学生、日本語・日本文化研
修留学生及び大学間交流協定に基づく
交換留学生の入学式が挙行されました。
学長、副学長、留学生委員会委員長、
指導教員等関係者が列席され、学長か
ら入学許可のあと在学生を代表して安
部美咲さんの歓迎のことばがあり、式
は滞りなく終了しました。

●秋季留学生懇談会
入学式の後、学生会館山田

ホールで秋季留学生懇談会が
開催されました。学長、重松副
学長等の本学教職員の他、来賓
として、国際大学交流セミナー
参加中の西安外国語大学（本学
協定校）から馬先生、張先生及
び9名の学生が参加されました。
学長の挨拶、重松副学長の乾
杯のあと、来賓の紹介・新留学

生の自己紹介があり、さらにギターマンドリンクラブの特別演奏や在学生からの歓迎
の歌、新しく入学した留学生全員での歌があり、会は終始なごやかな雰囲気の中、留
学生と日本人学生及び教職員のコミュニケーションが図られました。

課外活動顧問教員・クラブ部員との懇談会を開催
平成18年11月15日（水）午後1時か

ら、教育実践総合センター多目的ホー
ルで学生委員会主催の『課外活動顧問
教員・クラブ部員との懇談会』が開催
されました。
重松副学長、岡本学生委員会委員

長、学生委員会委員、顧問教員、体育会
及び文化会に所属する各クラブの代表
者で総勢約60名の出席がありました。
懇談会では、学生とクラブ顧問等教職員がクラブ活動の現状、飲酒等のマナー、設
備、部員集めの苦労話及びクラブ活動のPR等について、過去の経緯等や実体験を交
えて活発な意見交換がされました。
特に、学生支援課から課外教育活動共用施設（以下　サークル共用棟）の建設に

係るプロジェクト会議の開催報告、ク
ラブボックスの利用実態と要望に関す
るクラブ及び顧問教員対象のアンケー
ト調査の実施と、サークル共用棟建設
に向けた動きを報告しました。
これにより、クラブ顧問等教職員と
学生がお互い意見交換をしたことで、

意志の疎通がさらになされ、また他団体の活動内容を知ることで、今後のクラブ活動
の活性化が期待されます。

第5回教育指導研究会の開催
平成18年12月7日（木）午後4時30分から教育実践総合センター多目的ホールに

おいて、第5回教育指導研究会が開催されました。
この研究会は学生委員会主催で
学生の教育環境改善のあり方を教
職員と学生と共同に探求するため
に開催されています。今年度は人
権・ハラスメント防止委員会との
連携し、テーマは「安心と自覚の
キャンパスライフをめぐって～ハ
ラスメントを糸口として～」です。

第一部として周藤由美子氏（カウンセラー）がハラスメントについて講演、第二部
としてパネルディスカッションが開催されました。パネリストとしてカウンセラーの
周藤由美子氏、学生委員会から比留間良介教授、保健管理センター所長 辻井啓之教
授、本学総合教育課程3回生 清水香織 氏、西山明乃 氏をお迎えし、ハラスメントに
ついて現在の問題と考えを述べられ、会場参加者も交えての活発な意見交換が行わ
れ、あらためて問題の重要性の認識が共有され、今後の教育的指導・環境のあり方
への貴重な示唆を得る研究会となりました。

生協カフェテリアが美しくなりました  第二弾
平成18年12月20日（水）、アゴラ広場横、自動販
売機前のテーブルと椅子、また、アゴラ広場にガー
デンウッドテーブル＆ベンチが、前回のベンチと
テーブル新調（9月26日新調）に引き続き第二弾と
して新設され、面目を一新しました。歓談等でご利
用ください。

引き続き設備の充実に努めていきますので、使用後の清掃等よろしくお願い
します。

教育セミナーを開催
平成18年12月10日（水）から次のとおり全3回にわた

る教育セミナーが開催されます。教員志望者に期待され
る能力、子ども達の接し方及び危機管理等の講師の体
験談をとおした講演がなされます。教員志望者や学校
支援のボランティア志望者の意識の向上が期待されま
す。各回とも学生・教職員に多数の参加者があり、アン
ケート調査でも有意義であったと評価されました。
第１回：平成18年12月20日（水）　13：00～14：00
講　師：吉田明史 本学客員教授（前奈良県教育委員会学校教育課長）
テーマ：期待される教師像
第２回：平成19年　1月10日（水）　13：00～14：30
講　師： 長田光男 本学同窓会顧問 

（元奈良教育大学附属小学校副校長 前奈良教育大学講師　大和郡山市文化財審議会会長）

テーマ：学ぶことと教えること　－体験をとおして得た教師論－

■次回開催

第３回：平成19年　2月　1日（木）　16：30～18：00
講　師：坪田眞明 奈良県警本部長（前文科省初中局児童生徒課長）
テーマ：少年の健全育成と教育・警察の連携
会　場：101講義室



第57回 輝甍祭 終了しました！
お越しくださった方々、ありがとうございました！
また、第58回輝甍祭の日程が決定いたしました。

2007年11月22日（木）～11月24日（土）
来年もがんばりますので、よろしくお願いします！

輝甍祭HP http://kibosai.bambina.jp/ 
メールアドレス kibosai@hotmail.co.jp

記事編集　科学情報教育コース3回生　國安 雅也
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『日本留学事情』　本学在学中の留学生に日常生活で
感じたことを書いていただきました。

日本の留学体験  SAMUEL Remi Loane
（フランス）

私が初めて日本に留学した時は高校生の時でした。その一年間はホーム
ステイで普通の日本の高校に通学していたから、私は本当に日本人のように
生活することができました。でも今回はやはり違います。違うと言いました
が今も日本人のよ
うな生活が出来
ないわけではあり
ません、今は寮で、
やはり日本人のよ
うな生活をしてい
ると言えます。
第一に、今は一
人暮らしだから。
ホームステイと一
人暮らしを比べてどっちがいいと聞かれたら、どちらにもいい面と悪い面が
あると思います。ホームステイのいい面は帰ったらいつも誰かが待っている
とか、いつも日本語の勉強になるとか、そしてもちろんご飯を作る必要がな
いとか・・。でもホームステイの問題は他人の家に住んでいるのでいろんな
ことに気をつけないといけないことです。例えば夜に出かけたらちゃんとホ
ストファミリーに聞かないといけないし、何時までに帰らなければいけない
かは自分で決められないし、などという問題もあります。
第二に、初めての日本留学は東京でした。みんな東京と奈良の違いをだい

たい知っていると思いますから説明はしなくてもいいでしょう。言葉だけで
も少し違いますから。
第三に今は大学生です。日本に来る前にも知っていたけど日本の高校と
大学は本当に違います。高校の方が厳しいです。
最後の違いは、初めてこんなに色々な国の人々と話せます。こんなに楽し

くなると思っていなかったです。最初、私はアジアの中で日本だけに限るほ
うがいいと思っていたけど、奈良に来て色んなアジアの留学生と話して、何
ていたか私は間違えていた感じがしています。
そして勿論色んな新しい経験も出来ました。初めて能を見て四国にも行っ

て、そして勿論新しい友達も出来ました。

研究室紹介  田渕研究室
「人は真剣に生きようとする時
に悩むものだ」と言われるように、
研究室の選択で学生の皆さんは、
きっと迷ったり悩んだりしたこと
でしょうね。社会科教育の田渕研
究室では、所属学生が研究テーマ
で悩み続けています。それは、確固とした研究テーマがないからです。
教員である田渕自身、今でも研究テーマが揺れ動いています。
映画『男はつらいよ』の「フーテンの寅さん」の言う「風の吹くまま」

のような状況です。けれども、最近では、「マイノリティーの人々と共
に生きる社会はどうあればよいのか」とか「国際化した社会における
社会の見方や考え方はどうあればよいのか」というような研究テーマ
で卒業論文や修士論文を書く学生や院生が多いようです。また、田渕
の研究テーマも「世界遺産を通しての国際理解教育」にシフトしつつ
あります。
研究方法は、文献だけでなく、マイノリティーの当事者へのインタ

ビュー調査や現地に出掛けてのフィールドワークを重視しています。
2006年度、学部学生は3回生が2名、4回生が2名、大学院生が5名

です。在日コリアンのライフヒストリーを聞き取った卒業論文、世界
遺産教育でイランに行った院生、在日ブラジル人児童・生徒の教育問
題を取り上げている院生など、研究テーマも多様です。
留学生も、中国とブラジルから来ており、2007年度には、北京の高

等学校の先生も教員研修留学生として加わります。また、研究室のコ
ンパに留学生にも声かけをしています。その意味で、「国際的」な雰囲
気のある研究室と言えるでしょう。

記事： 社会科教育講座　教授　田渕五十生

クラブ紹介  女子ソフトボール部
わたしたち女子ソフ

トボール部は、人数が少
ないながらも、元気にグ
ラウンドで練習してい
ます！今は春リーグ2部
昇格に向けて、練習に励
んでいます。冬の練習は
寒いし、体力トレーニン
グはちょっとしんどいけ
ど、そんなのへっちゃらさ（o^-'）bだって…女子ソフトボール部だ
もん（笑）部員みんなの明るさがしんどさなんて吹っ飛ばしてくれ
ることでしょう!!
1～4回生みんなで旅行に行ったりもして、部活外でも楽しいです！
今の部員は大学からソフトボールを始めた子が多いので、ソフト

ボールのことが全然わからなくても心配はいらないです。ソフト
ボールに、奈教女子ソフトボール部に、少しでも興味があるなら、
ぜひ一度見学へおこし下さい!!プレイヤーだけじゃなく、マネー
ジャー、コーチ、サポーター…になりたい方、男女問わず誰でも大
歓迎です!!
さあ!!一緒に青空の下ボールを追いかけましょう！グラウンドの
真ん中で叫びましょう！では、今すぐグラウンドへ!!女子ソフトボー
ル部があなたをお待ちしています☆
ではまたグラウンドで会いましょう!!

練  習 月・木（16時30分～）、土（9時30分～）
奈教グラウンドでやっています。

記事： 女子ソフトボール部　2回　米澤　佳代

国際学生宿舎懇談会
～地域交流ひろがる～

平成19年1月16日（火）18：30から奈良教育大学国際学生宿舎に
おいて国際学生宿舎の懇談会が開催されました。

この懇談会は、普段からお世話になっているご近所 の方や留学
生チューター及び寮生との懇談及び寮生同士の交流のため設けら
れました。
今回の懇談会で特筆すべきは、寮に在住している留学生が、有志

で出身国の料理を調理し、懇談会の席上に次々と振る舞われ、所狭
しと並べられました。そ
して出席者は各国の味を
舌鼓を打ちつつ、近所の
方々、寮生等が親しく交歓
しておりました。また、国
際学生宿舎の前身の桜寮
のOBが寮歌を披露され、
寮の歴史について話題に
上りました。そして参加者は時間を忘れ、歓談されました。
これにより、寮の近所の方々、教職員、留学生チューター、橘寮生
及び国際学生宿舎の寮生等の交流を持つことができ、今後、寮の枠
を超えた地域交流の推進が期待されます。

国際学生宿舎とは
奈良教育大学の男子学生と外国人留学生に勉学と居住の場を
提供し、教育研究と国際交流の促進のため平成5年度に桜寮を
廃止し設営されました。



▼平成18年度卒業・修了演奏会 【音 楽 科】

■日 時  2月3日（土）　13：00開場　13：30開演　入場無料
■会 場  奈良教育大学講堂

▼全国国立系大学バドミントン選手権大会 【バドミントン部】
■日 時  3月4日（日）～3月11日（日）　　■会 場  兵庫県姫路市中央体育館
■ひとこと  5春季リーグ昇格できるように頑張りたいです

▼全国国立教育系10大学バスケットボール競技大会 
 【男子バスケットボール部】■日 時  3月12日（月）～3月16日（金）
■会 場  鳴門運動公園
■参加校   北海道教育、宮城教育、東京学芸、愛知教育、京都教育、大阪教育、 

兵庫教育、福岡教育、鳴門教育
■ひとこと  頑張りますので、応援お願いします。

▼全国国立教育系10大学バスケットボール競技大会 
 【女子バスケットボール部】■日 時  3月12日（月）～3月16日（金）
■会 場  徳島県鳴門総合運動公園、鳴門県民体育館
■ひとこと  今年も頑張りますので、応援よろしくお願いします！

▼四教戦 【弓 道 部】

■日 時  3月16日（金）　　　■会 場  京都教育大学
■参加校   京都教育大学、大阪教育大学、兵庫教育大学
■ひとこと  練習の成果が出せるよう頑張ります。

奈良教育大学でも対校戦を行いますので応援お願いします。
3月11日（日）　VS大阪教育大 3月21日（水）　VS兵庫教育大
3月18日（日）　VS京都教育大 4月  6日（金）　VS大阪教育大

▼平成18年度 奈良教育大学 卒業修了作品展 
　～明日へ続く今日の一歩～ 【美術教育・文化財造形専修】

■日 時  3月  9日（金） 12：00～19：00
 3月10日（土）  9：30～20：00
 3月11日（日）  9：30～18：00
■会 場  奈良県文化会館　A展示室
  近鉄奈良駅から 1番出口を出てそのまま東へ徒歩約5分 （奈良県庁の手前、西隣） 

JR奈良駅から 市内循環バスに乗車「県庁前」下車 徒歩約2分

■ひとこと   美術・文化財造形による作品展示を行います。個性豊かな作品をそろえ
て皆様をお待ちしております。

▼古川由美先生御退職記念演奏会
■日 時  3月17日（土）　13：00開場　13：30開演
■会 場  奈良教育大学講堂
■出演者   古川由美　福田清美　前田則子　奥田尚子　奥田敬子　山下千絵 

長尾智絵　藤本和香奈　佐藤寛子　（敬称略）
■ひとこと  昭和41年以来、奈良教育大学音楽科に勤務されておりました古川由美
先生が、この3月をもって御退職されることになりました。奈良教育大学にお
ける古川先生との最後の時間をお楽しみください。

学生企画活動支援事業

▼学生オペラ『こうもり』～奈良の特色をおりこんで～
一昨年度、昨年度と2年続けて
学生企画活動支援事業の支援を
受け、音楽科を中心とした学生オ
ペラを公演してきました。今年も
同事業の支援を受け、「奈ペラ『こ
うもり』」を公演いたします。
今年のオペラは、サブタイトル

「奈良の特色をおりこんで」のも
と、奈良の市民合唱団の皆様とバ
サラ踊りの団体「華鹿」の皆様に
賛助出演を依頼し、西洋のオペラと奈良の文化を融合させた、奈良教育大学にしかで
きないオペラを公演いたしますので、ぜひ見に来てください。
詳しくはホームページを開設していますので、閲覧ください。

■日 時  3月21日（水・祝）  13：00開場  13：30開演   入場無料
■会 場  奈良教育大学講堂
■H P  http://nakyouopera2006.nobody.jp/opera2006top.html

○こうもり一口メモ
2年連続モーツアルト作品だったのですが、今年はヨハンシュトラウス2世の喜歌
劇に挑戦します。音楽・舞台・衣装とどれをとっても華やかな作品です。そこに奈良
教育大学のオリジナリティーがどのように加わってくるか、必見です !!

○あらすじ
「こうもり伯爵」というあだ名をもつファルケ氏。彼は昔、友人のアイゼンシュタイン
に大恥をかかされました。そこでアイゼンの周囲の人間を巻き込んで、彼に恥をかかせ
てやろうと企みます。さあ、こうもり伯爵の楽しい楽しい復習劇の幕が始まりますよ…。

学生企画活動支援事業とは
本事業は、学生が自らが企画する事業の内、優れたものに対て、大学が経済的支援等

を行い、学生自身に実体験をさせることで、学生の企画力・実践力・社会性を高め、優れ
た教員等の養成に資することを目的としたもので、平成16年度から実施しています。

● 学生が企画するイベント情報 学生が企画するイベント等の情報を掲載します。
掲載希望の学生・団体は、service@nara-edu.ac.jpまで連絡ください。

●  受 賞 記 録  ●
第16回箕面手づくり紙芝居コンクール　箕面市教育委員会・人と本を紡ぐ会 主催

 大阪国際児童文学館賞   下川　　圭 （身・表1回）

第53回日本学書展　奈良県・奈良市・奈良県教育委員会・奈良市教育委員会 主催

高校・大学（漢字）
 文部科学大臣賞   紀和由記子 （芸術文化3回）
高校・大学（仮名・漢字仮名交じり）
 奈良県知事賞   森　美久野 （芸術文化3回）

｜大｜学｜か｜ら｜の｜お｜知｜ら｜せ｜
●行事予定
2月16日 留学生実地見学旅行（伊勢神宮）
2月20日 学生表彰（午後1時～　大会議室）
2月23日  学生ボランティアシンポジウム（報告会）
 学生企画活動支援事業報告会（午後1時～大会議室）
3月上旬 体育会リーダースミーティング
3月23日 卒業式・修了式（午前10時～　講堂）
4月3日～4日 履修登録（新2回生以上）
4月4日 入学式（午前10時～　講堂）
4月4日～6日 新入生オリエンテーション
4月9日 前期授業開始
4月11日、18日 教育実習登録説明会
4月16日～17日 履修登録（新入生）
4月20日、23日 登録訂正日
4月24日～25日 登録確認表提出

●就職ガイダンス ［教員対象］
2月13日～16日 第2回対策講座（13：00～16：10　101教室）
4月～5月 教員採用試験受験説明会
 （大阪府、奈良県、京都府等（学内））
 模擬試験（学内）
5月9日 直前対策講座  受験の心得等（101教室）

●平成19年度前期分授業料免除申請について
経済的な理由により授業料の納付が困難で、かつ学業優秀な学生等は、
その申請に基づき選考のうえ、授業料の納付を免除します。希望する
者は、申請書類をお渡ししますので、学生支援課厚生担当に取りに来て
ください。
［申請書類の配付期間］
平成19年1月23日㈫～平成19年3月30日㈮  土日祝祭日を除く
［受付期間］
平成19年4月 9日㈪～平成19年4月13日㈮

●編集後記
いよいよ平成18年度も終わりに近づいてきました。まもなく後期試験
がはじまります。体に注意し無事に乗り切ってください。
試験が終われば、卒業式、春季休業等イベントがもりだくさんで忙しい
日々を送られると思いますが、上記イベント情報覧に試合・展覧会等イ
ベントが開催されます。時間がありましたら、会場に足を運ばれ応援を
していただきますと、励みになりますのでよろしくお願いします。
電話：0742-27-9130　FAX:0742-27-9146
e-mail service@nara-edu.ac.jp


